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主な説明・協議内容

説明・協議の期間と方法

●協議の期間：１１月から２月で協議を実施

●ブロック割（案）

●Ａブロック：奈良市、大和郡山市、天理市、生駒市

●Ｂブロック：平群町、三郷町、斑鳩町、安堵町、川西町、三宅町、田原本町

●Ｃ１ブロック：大和高田市、香芝市、葛城市、上牧町、王寺町、広陵町、河合町

●Ｃ２ブロック：橿原市、桜井市、御所市、宇陀市、高取町、明日香村

●Ｄブロック：五條市、吉野町、大淀町、下市町

上水道２８市町村を５ブロックに分割し、ブロック毎に市町村との協議・調整を実施

②施設共同化の県の考え方

●監視システムの統合

●浄水場、配水施設の共同化

●事務システムの統一

①経営統合の体制（組織・会計）
のイメージ

●統合後の会計制度の概要
（経営統合と事業統合等）

●組織の統合について

③一体化に向けた検討の方向性

●一体化検討の方向性の協議

●先進事例の情報提供
●来年度及びそれ以降の
検討スケジュール

●一体化により想定される効果の
試算について（給水原価等）

●投資の削減効果（算定方法）

説明・協議はブロックに分けて行う。必要が生じれば、合同でも実施

●県営水道施設の活用の考え方

●説明の時期・タイミングの調整及び打ち出し資料の統一等
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Ⅰ.県域水道一体化構想の主旨 ⇒検討に関する合意の形成

Ⅱ.議会対応の調整

Ⅲ.県域水道一体化の内容

資料２


